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研究成果の概要（和文）：　本研究は、京都工芸繊維大学が所蔵する村野藤吾の建築設計図・スケッチ類から、設計は
完了したが実施にいたらなかった建築作品、あるいは完成したもののその存在が公にされなかった作品について調査・
考察を行い、村野藤吾の未知の作品群とその背景を解明するものである。
　調査・考察の結果、多数の未発表およびアンビルト作品について解明することができた。それらは、戦中期の作品や
オフィスビル、住宅に多く見られた。戦中期のものは、1937年に日中戦争の影響により鉄鋼規制が始まることに関係し
ていると見られる。またオフィスビルや住宅に非公表作品が多いのは、ビルディングタイプに特有の問題だと思われる
。

研究成果の概要（英文）：This is the study about unbuilt and unpublished architectural works of architect T
ogo Murano using by architectural drawings which Kyoto Institute of Technology has. 
As a result, we found that there are a lot of unpublished works of office buildings and houses. Because, w
e guess, the privacy is very important for residences and office buildings are not so photogenic, so they 
were not published. These are problem of characteristics by the building type. We also found that there ar
e a lot of unbuilt works in the war period. Because the steel regulation started in 1937 for the world war
 second, so most of his projectes were not built. This is the problem of characteristics by period.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
 村野藤吾に関する論考において、実現作品
のヴァリアントについては 1990 年に『村野
藤吾建築図面集』が刊行されて以降、分析の
対象となっているが、実現せずに図面だけが
残るいわゆるアンビルト作品、及び非公表作
品に言及したものは少ない。 
 研究組織のメンバーはすべて「村野藤吾の
設計研究会」に参加している。この研究会は、
京都工芸繊維大学に寄贈された村野藤吾の
図面資料を整理校訂するために、学内の教員
と村野作品に関心を持つ学外者とで 1999 年
に結成された。 
図面整理の過程で、雑誌等に発表されてい

ない作品、そもそも建ったかどうかさえ定か
でない作品が、意外なほど多くあることが判
ってきた。また、同会では図面校訂の成果を
展覧会によってほぼ毎年公開してきたが、
2008 年には、実現しなかった作品を取り上
げた「アンビルト・ムラノ」展を開いた。こ
のときには集中的に村野作品の実施・不実施
を調査し、多くのデータを得たが、それぞれ
の考察はあくまで作品解題の域にとどまっ
ていた。一方、完成後、未発表のまま推移し
た作品については、個別の事例についての調
査を蓄積しはじめており、一部は 2010 年に
刊行した『村野藤吾研究』に成果を発表した。 
 こうした経緯の中で、アンビルト作品・非
公表作品の意義にあらためて注目すること
となった。一般にそうした建築物は、実現を
果たしてその成果を世に問われた作品にく
らべて、価値の低いものと見なされがちであ
る。しかし、われわれの見るところ、アンビ
ルト・非公表作品は単なる未熟児ではない。 
 なぜなら、村野藤吾の建築活動について新
たな知見を与えるからである。村野のアンビ
ルト・非公表作品の多くは 1930 年代後半か
ら 40 年代に集中している。戦中期の建築活
動は、村野に限らず未知な部分が非常に多い
が、図面資料から判明することは多い。 
また、建設事業が中絶する、あるいは作品

の公表を見合わせるという一種特殊な状況
からは、そうした状況を招いた社会的、都市
的背景がうかがえると考えられる。 
 
２．研究の目的 
京都工芸繊維大学は 5 万 6000 点に及ぶ村

野藤吾の建築設計図・エスキス類を所蔵する。
その中には、設計は完了しているが実施にい
たらなかった建築作品、あるいは完成したも
ののその存在が公にされなかった作品が数
十件存在する。それらは、実現して広く公表
された作品だけで語られてきた村野作品の
像とは大きく異なる相貌を見せている。また
軍事施設・産業施設ゆえに秘匿されていた戦
時期の建築群は、史料がとぼしいこの時期の
建築活動の状況について、多くのことを教え
る。本研究は、これらの様態を把握し、村野
藤吾の理解に向けて重要な知見を加えると
ともに、日本近代建築の社会的背景に対する

新たな照明を与えることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 以下の 4種類の研究と作業を進めた。 
1．研究対象作品の選定および整理作業 
 研究のための基礎資料作成の一環として、
対象とする作品を選定し、図面資料の整理・
保存作業を行った。作品ごとに分類し、整理
カードおよびパソコンでのデータ記入を行
い、整理ケースにしまう作業を行なう。また
研究対象とする作品を大型スキャナーでデ
ジタルデータ化し、それをもとにデータベー
スを作成する。これらの作業に必要な機器は、
既存のものを用いる。 
2．非公表・不実施作品の由来の解明 
まず非公表および不実施作品を同定する

作業が必要である。そのために個別に調査を
行ない、その履歴や所在を明らかにした。調
査方法は図面資料に描かれた情報によって
異なる。場合に応じて市史、社史、企業の営
業報告書、法務局の土地台帳、地図、絵葉書
などを使い分け、時には企業や個人への聞き
取りを行なうなどして調査した。 
 上記の履歴および所在調査と合わせて、そ
の対象作品が非公表・不実施となった歴史的
背景の有無を調査した。また、非公表および
アンビルト作品の中には、未知の施主が多数
含まれているため、施主についての調査を行
った。 
3．予備資料の収集・作成 
村野藤吾の非公表作品についての写真を

可能な限り収集し、現像したプリントをファ
イルに整理・保存しスキャナーによりデジタ
ルデータ化して整理・保存した。 
また対象とする作品の関係者に対してイ

ンタビューを行ない、デジタルデータとして
記録・保存する。すでにインタビューを行な
ったものはデジタルデータ化を行なった。 
4．図面資料分析 
 図面資料には、作品が最終的に確定するま
でに作成された複数の計画案のスケッチや
図面が残されている場合がある。それらの資
料を時系列に並べることで、設計プロセスや
建築家の思考のプロセスの特徴を検討した。 
 さらに対象とする非公表およびアンビル
ト作品の建築理念や意匠、技術についての特
徴を考察した。設計プロセスの変化を見なが
ら、意匠や技術の特徴を捉え、その建築理念
を考察した。 
 村野の非公表および不実施作品は、1930 年
代後半から 40 年代前半にかけての、いわゆ
る戦中期に比較的多く見られる。そこで村野
が戦時下の条件や問題にどのように対処し、
最終的にどのような結末を迎えたかを検証
することで、村野の戦中期の活動を明らかに
した。 
また村野の非公表作品の中には、数多くの

住宅作品が含まれる。プライベートなもので
ある故、雑誌や作品集に発表するのが適当で
ないと判断されたためと思われる。住宅作品



を研究の対象とし、村野の住宅における和風
意匠の用い方の特徴や、木造建築に共通する
技術的特徴を解明した。 
 
４．研究成果 
 毎年度、研究を進める中で、研究対象とし
て近年新たに発見された図面資料の中から
非公表作品および非公表図面資料を選定し、
研究のための基礎資料作成の一環として、選
定した作品の図面資料の整理・保存作業を行
った。作品ごとに分類し、整理カードおよび
パソコンでのデータ記入を行い、整理ケース
にしまう作業を行なった。また研究対象とす
る作品を適宜、大型スキャナーでデジタルデ
ータ化する作業も行った。 
 こうした作業と別に、非公表作品および非
公表図面資料の解明を行った。2011 年度は対
象として、加能合同銀行本店（現・北國銀行
武蔵ヶ辻支店／1932 年）、キャバレー・アカ
ダマ（1933 年）、都ホテル（現・ウェスティ
ン都ホテル京都／1936 年）、高島屋飯田神戸
支店（1936 年）、客船家具（あるぜんちな丸・
ぶらじる丸など／1937-42 年）、橿原神宮駅
（現・橿原神宮前駅／1939 年）、中山半邸（現
存せず／1940 年）、中林邸（1941 年）、牧野
山の家（1946 年）などを選んだ。これらは、
ほとんどが戦前に設計されたもので、村野の
存命中に非公表作品であったか、作品そのも
のは公表されていても多数の非公表図面資
料が含まれている作品である。 
 非公表作品については、現地調査や文献調
査、写真資料調査などを通じて、所在地や施
主、設計経緯、建物の特徴などを明らかにし
た。非公表図面資料については、それらの資
料や追加の文献資料などによる考察を通じ
て、従来知られていなかった設計経緯や建物
の特徴などを明らかにした。これらの研究成
果は、第 11 回村野藤吾建築設計図展を開催
し一般に公開した。 
2012 年度は、研究対象としてドウトン

（1955 年）、浪花組ビルディング（住実ビ 
ル／1964 年）、千里南地区市民センター（1976
年）、村野・森建築事務所（1966 年）、大阪ビ
ルヂング八重洲口（1967 年）、高橋ビル本館
（1970 年）、高橋ビル東館（1967 年）、高橋
ビル東 3号館（1969 年）などを選んだ。 
 非公表作品については、現地調査や文献調
査、写真資料調査などを通じて、所在地や施
主、設計経緯、建物の特徴などを明らかにし 
た。非公表図面資料については、それらの資
料や追加の文献資料などによる考察を通じ
て、従来知られていなかった設計経緯や建物
の特徴などを明らかにした。これらの研究成
果は、第 12 回村野藤吾建築設計図展を開催
し一般に公開した。 
 2013 年度は研究対象として、住宅を選定し
た。住宅は一部の作品を除いて、ほとんどが
公表されていない。一方で、これまで住宅作
品の施主名は判明しても、それがどのような
人物であり、どのような経緯で村野に設計が

依頼され、その住宅が実際に建設されたのか、
現存するのかなどについては不明な点が多
かった。今回は一部に留まったが、解明する
ことができた。対象としては、武智邸（1935
年）、川崎航空機社宅（1939 年）、湯浅邸（1939
年頃）、村野邸（1940 年）、工藤邸（1954 年）、
高知県知事公舎（1963 年）、近鉄の学園前お
よび港南台のハウジング・プロジェクトを選
定した。それらについては、現地調査や文献
調査、写真資料調査などを通じて、所在地や
施主、設計経緯、建物の特徴などを明らかに
した。これらの研究成果は、『村野藤吾研究』
第 3号で発行し一般に公開した。 
 以上のように、本研究を通じて、村野藤吾
の非公表作品やアンビルト作品について、個
別に解明が進んだ。従来、村野藤吾が設計し
たことが全く知られていないものも多数存
在し、大きな成果を得られた。また全体を通
じて言えるのは、未発表やアンビルト作品は
戦中期の作品やオフィスビル、住宅に多く見
られることである。戦中期のものは、1937 年
に日中戦争の影響により鉄鋼規制が始まる
ことに関係していると見られる。またオフィ
スビルや住宅に非公表作品が多いのは、ビル
ディングタイプに特有の問題だと思われる。
オフィスビルは見せ場が少なく、雑誌や作品
集で紹介されにくいこと、住宅はプライバシ
ーの問題も大きく雑誌や作品集で紹介する
のが難しいことが影響していると考えられ
る。 
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